
小
笠
原
昨
雲
著
作
の
成
立
時
期

楠
正
成
記
事
を
て
が
か
り
に
I

今

井

正
之
助

は
じ
め
に

小
笠
原
昨
雲
は
、
『
国
書
人
名
辞
典
』
(
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
)
に
次

の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

兵
法
家
。
〔
生
没
〕
生
没
年
未
詳
。
元
和
二
六
一
五
-
二
四
)
頃

の
人
。
〔
名
号
〕
名
、
為
政
。
通
称
、
勝
三
。
号
、
昨
雲
(
入
道
)
。

〔
経
歴
〕
小
笠
原
左
近
将
監
則
正
に
従
っ
て
兵
学
を
修
め
、
ま
た
藤

原
惺
高
に
漢
学
を
学
ぶ
。

し
か
し
、
こ
の
記
載
内
容
は
、
昨
雲
著
作
践
文
の
記
載
内
容
・
年
次
に

よ
る
も
の
で
、
確
た
る
裏
付
け
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
(
注
―
)
o

昨
雲
の
著

作
は
、
『
当
流
軍
法
功
者
書
』
が
『
日
本
兵
法
全
集
6
諸
流
兵
法
(
上
)
』

(
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
)
に
翻
刻
さ
れ
、
「
戦
国
武
士
の
心
得
」
と
銘

打
っ
て
『
軍
法
侍
用
集
』
の
校
注
本
(
産
2
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

『
軍
法
侍
用
集
』
の
奥
書
に
「
「
功
者
」
・
『
侍
用
』
・
「
評
定
」
の
三
部
に

至
っ
て
は
、
最
も
古
今
雄
士
の
佳
言
を
集
め
る
。
皆
以
て
極
秘
・
万
当
の

要
術
と
な
す
～
せ
と
あ
る
よ
う
に
、
『
評
定
』
す
な
わ
ち
『
諸
家
評
定
』

(
未
翻
刻
)
を
く
わ
え
た
三
部
作
が
昨
雲
の
代
表
作
と
い
え
よ
う
。

『
当
流
軍
法
功
者
書
』
元
和
三
年
(
一
六
一
七
)
践
。
版
本
一
正
保
四
年

(
一
六
四
七
)
版
・
慶
安
二
年
(
一
六
四
九
)
版

『
軍
法
侍
用
集
』
元
和
四
年
(
ヱ
ハ
ー
八
)
践
。
版
本
一
承
応
二
年
二

六
五
三
)
版
・
他
(
付
論
参
照
)

「
諸
家
評
定
」
元
和
七
年
(
一
六
二
こ
践
。
版
本
‥
明
暦
四
年
こ
六

五
八
)
版

三
書
の
践
年
と
刊
行
時
期
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
三
書
は
そ
の
文

中
で
、
他
の
著
作
に
言
及
し
て
お
り
、
『
侍
用
集
』
校
注
本
解
題
(
古
川

哲
史
。
一
五
頁
)
が
い
う
よ
う
に
、
「
ほ
と
ん
ど
同
時
に
執
筆
さ
れ
、
編

述
さ
れ
た
が
、
出
来
あ
が
っ
た
時
期
に
若
千
の
遅
速
が
あ
り
、
そ
れ
が
刊

行
の
順
序
と
な
っ
た
」
も
の
の
、
内
容
上
は
「
完
全
な
三
位
一
体
の
関
係

に
あ
る
」
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
三
書
は
そ
の
践
年
に
よ
れ
ば
、
『
理
尽
紗
』
(
―
)
と
ほ
ぼ
同
時

期
の
著
作
と
い
え
る
。
し
か
し
、
版
本
の
写
し
か
と
思
わ
れ
る
写
本
を
の

ぞ
け
ば
、
近
世
初
期
に
湖
る
昨
雲
著
作
伝
本
は
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
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小
稿
は
、
『
理
尽
紗
』
の
生
成
状
況
へ
の
関
心
か
ら
、
三
書
に
み
ら
れ

る
楠
正
成
関
係
の
記
述
を
手
が
か
り
と
し
て
、
昨
雲
著
作
の
践
年
の
信
憑

性
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
『
侍
用
集
』
の
正
成
記
事

『
侍
用
集
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
正
成
関
連
記
事
が
あ
る
。

巻
三
第
十
、
羽
武
者
心
懸
け
の
事
(
『
戦
国
武
士
の
心
得
』
一
五
五
頁
)

一
、
羽
武
者
の
志
は
、
第
一
身
命
を
軽
ん
ず
る
事
専
一
成
る
べ
し
。

(
中
略
)
又
正
成
の
云
は
く
、
「
将
と
し
て
臣
を
思
は
ず
、
臣
将
を

お
し
ま
ざ
る
は
恥
な
り
。
『
将
と
し
て
物
を
弁
へ
ず
、
臣
と
し
て

忠
無
く
、
士
と
し
て
分
限
を
知
ら
ざ
る
は
恥
な
り
』
と
、
古
人
の

詞
あ
り
。
さ
れ
ば
義
経
も
『
時
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
を
く
れ
多
し
』

と
い
ま
し
め
置
き
給
へ
り
。
」

巻
七
第
七
、
合
詞
合
形
と
云
ふ
事
(
同
二
六
六
頁
)

一
、
1
詞
は
か
な
ら
ず
味
方
覚
え
よ
く
、
敵
聞
き
し
ら
ざ
る
や
う
に
、

日
々
時
々
に
替
へ
べ
し
。
武
者
し
る
し
は
か
せ
ぎ
の
武
者
、
指
物

な
ど
お
れ
た
る
時
の
た
め
な
り
。
又
夜
討
の
時
、
白
き
出
で
立
ち

を
以
て
し
る
し
と
し
て
味
方
を
わ
け
、
楠
正
成
立
ち
す
ぐ
り
居
す

ぐ
り
な
ど
の
儀
は
合
形
と
云
ふ
。
此
心
得
を
以
て
、
分
別
有
る
べ

巻
七
第
十
七
、
狼
煙
の
法
の
事
(
同
二
七
五
頁
)

一
、
の
ろ
し
家
々
の
法
多
し
と
い
へ
ど
も
、
今
此
は
う
は
、
楠
正
成

秘
す
る
の
法
也
。

狼
の
糞
三
分
一

松
葉
四
分
一

藁
大

右
三
分
の
一
と
は
、
わ
ら
三
東
な
ら
ば
、
其
三
分
一
狼
の
糞
を
入

る
心
得
也
。
私
に
云
ふ
、
右
の
三
色
を
惣
合
せ
を
し
て
其
中
へ
、

鉄
砲
の
薬
を
四
分
一
人
れ
た
る
は
、
猶
以
て
煙
高
く
立
つ
也
。

巻
一
武
勇
問
答
の
次
第
(
同
七
七
頁
)

一
、
問
ふ
て
云
く
、
軍
に
は
大
将
の
心
得
大
事
な
る
べ
し
、
如
何
。

答
へ
て
曰
く
、
初
中
後
と
云
ふ
事
、
大
将
心
得
給
ふ
べ
し
。
先
づ

我
が
国
の
治
り
、
士
卒
一
味
し
て
、
臣
下
そ
む
か
ざ
る
を
見
て
、

馬
を
出
し
、
第
二
に
敵
の
国
の
案
内
を
し
り
、
将
の
志
あ
し
く
、

土
民
う
と
み
た
る
を
見
て
、
取
り
懸
か
る
べ
し
。
第
三
に
敵
を
ほ

ろ
ぼ
し
、
其
の
国
に
入
る
則
ん
ば
、
先
づ
濫
妨
の
政
道
を
す
べ
し
。

民
を
く
る
し
ま
せ
ざ
る
事
を
お
も
ひ
、
此
三
つ
を
さ
へ
わ
す
れ
ず

ば
、
を
の
づ
か
ら
静
謐
な
る
ぺ
き
事
也
。

以
上
四
箇
所
の
う
ち
、
最
後
の
記
事
は
正
成
の
名
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、

臼
杵
図
書
館
蔵
『
正
成
記
』
(
近
世
中
期
写
)
第
一
五
巻
「
理
尽
抄
異
本

抜
書
」
に
ほ
ぼ
同
文
の
記
述
が
あ
る
。
「
正
成
記
」
巻
一
五
は
、
正
成
の

言
動
を
三
六
項
に
わ
た
っ
て
掲
出
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
三
三
項
は

『
無
極
紗
』
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。
残
り
の
三
項
は
、
以
前
の
調
査
(
注
5
)
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の
際
、
典
拠
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
中
の
一
項
は
な

お
不
明
で
あ
る
が
、
右
の
「
侍
用
果
」
巻
一
相
当
記
事
の
直
前
に
は
、
や

は
り
不
明
と
し
て
い
た
狼
煙
記
事
(
『
侍
用
果
』
巻
七
第
十
七
に
同
文
)

が
あ
り
、
こ
の
狼
煙
記
事
と
も
ど
も
典
拠
は
『
侍
用
果
』
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う
。
『
正
成
記
』
は
、
『
理
尽
紗
』
か
ら
正
成
関
係
記
事
を
抄
出
し
編
集

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
巻
一
五
に
お
い
て
は
、
『
無
極
鈔
』
を
「
理
尽
抄

異
本
」
と
み
な
し
た
う
え
で
抄
出
し
、
『
侍
用
果
』
か
ら
も
記
事
を
採
取

し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
『
正
成
記
』
巻
一
五
が
な
ぜ
『
侍
用
集
』
巻
一

の
記
事
を
正
成
の
言
動
と
み
な
し
た
の
か
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、

『
理
尽
鈔
』
が

凡
そ
、
良
将
の
兵
を
引
い
て
、
敵
国
に
乱
入
す
る
事
、
其
領
地
を
う

ば
ひ
、
一
身
を
楽
し
ま
ん
と
云
に
非
ず
。
其
国
の
主
、
無
道
に
し
て
、

政
正
し
か
ら
ず
、
万
民
著
む
事
多
し
。
此
無
道
を
罰
し
て
、
民
に
於

い
て
安
か
ら
し
め
ん
と
也
。
故
に
政
の
正
き
国
に
は
、
随
は
ず
と
云

共
、
乱
入
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
是
を
乱
入
せ
ん
に
は
、
民
を
悩
ま
す

に
成
り
ぬ
。
民
を
著
し
む
る
則
ん
ば
、
其
時
無
道
に
し
て
、
国
を
う

ば
う
に
成
り
な
ん
。
然
ら
ば
天
道
に
背
ん
か
。
(
引
用
は
平
凡
社
・

東
洋
文
庫
。
巻
八
6
2
オ
)

な
ど
と
、
無
道
の
所
領
拡
大
を
戒
め
る
考
え
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
共
通

性
を
認
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
「
正
成
記
」
の
典
拠
を
明
か
し
、
『
侍
用
集
』
受
容
の
一
隅
を
照

ら
す
価
値
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
正
成
の
名
を
明
示
し
な
い
最
後
の

記
事
は
除
外
し
て
、
検
討
を
す
す
め
る
。
ま
ず
、
巻
七
第
七
の
「
立
ち
す

ぐ
り
居
す
ぐ
り
」
に
つ
い
て
は
、
『
太
平
記
』
巻
三
四
「
平
石
城
軍
事
付

和
田
夜
討
事
」
に
関
連
記
事
が
見
出
せ
る
。
延
文
五
年
(
一
三
六
〇
)
五
月
、

赤
坂
城
が
足
利
勢
に
攻
撃
さ
れ
、
強
硬
派
の
和
田
正
武
は
、
足
利
方
の
向

城
に
夜
討
を
か
け
、
赤
坂
城
に
も
ど
る
。
そ
の
折
、
足
利
勢
の
若
党
四
人

が
、
引
き
返
す
和
田
勢
に
紛
れ
て
城
内
に
入
り
込
む
が
、
見
破
ら
れ
て
し

夫
夜
討
強
盗
ヲ
シ
テ
帰
ル
時
、
立
勝
り
居
勝
リ
ト
云
事
ア
リ
。
是
ハ

約
東
ノ
声
ヲ
出
シ
テ
、
諸
人
同
時
二
颯
ト
立
颯
卜
居
、
角
テ
敵
ノ
紛

レ
居
タ
ル
ヲ
エ
リ
出
サ
ン
為
ノ
謀
也
。
和
田
が
兵
、
赤
坂
ノ
城
二
帰

テ
後
、
四
方
ヨ
リ
続
松
ヲ
出
シ
、
件
ノ
立
勝
り
居
勝
リ
ヲ
シ
ケ
ル
ニ
、

紛
レ
入
四
人
ノ
兵
共
、
敢
テ
加
様
ノ
事
二
馴
ヌ
者
共
ナ
リ
ケ
レ
バ
、

無
レ
紛
エ
リ
出
サ
レ
テ
、
大
勢
ノ
中
二
取
龍
ラ
レ
、
四
人
共
二
討
死

シ
テ
、
名
ヲ
留
メ
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
。

み
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
「
立
勝
り
居
勝
リ
」
を
実
施
し
た
の
は
和
田
の

兵
で
あ
る
が
、
「
侍
用
集
」
は
、
楠
正
成
を
こ
う
し
た
方
法
の
案
出
者
と

み
な
し
て
、
そ
の
名
を
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
侍
用
集
』
巻
三
第
十
の
語
る
「
将
と
し
て
臣
を
思
は
ず
、
臣

将
を
お
し
ま
ざ
る
は
恥
な
り
」
と
い
う
将
・
卒
の
絆
に
つ
い
て
は
、
『
理

尽
紗
』
に
も

我
に
従
ひ
給
面
々
は
、
一
人
も
討
た
れ
侍
れ
ば
、
某
が
為
に
は
大
な

る
弱
り
に
て
侍
る
ぞ
。
其
上
各
一
人
も
あ
や
ま
ち
候
へ
ば
、
正
成
、

左
右
の
手
一
つ
討
ち
落
と
さ
れ
た
る
に
こ
そ
侍
れ
」
と
云
ひ
け
り
。

(
七
3
4
ウ
)
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な
ど
と
い
う
、
配
下
の
命
を
惜
し
む
正
成
の
言
動
が
あ
る
。

し
か
し
、
「
狼
煙
の
法
の
事
」
に
つ
い
て
は
、
『
太
平
記
』
は
も
と
よ
り

「
理
尽
紗
」
に
も
正
成
と
の
関
わ
り
を
思
わ
せ
る
記
事
が
見
出
せ
な
い
。

素
性
不
明
の
記
事
で
あ
る
が
、
『
侍
用
集
』
と
同
じ
く
小
笠
原
昨
雲
の
著

作
と
さ
れ
る
『
諸
家
評
定
』
(
内
題
は
『
諸
家
之
評
定
』
)
に
目
を
投
じ
る

と
、
同
様
に
『
理
尽
鈔
』
と
は
接
点
の
な
い
記
事
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。

一

一

『
諸
家
評
定
』
の
正
成
記
事

『
諸
家
評
定
』
(
9
)
の
正
成
記
事
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
し
ば

し
ば
「
三
伝
集
」
な
る
兵
法
書
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

・
:
物
見
は
一
入
大
事
の
役
た
る
べ
し
。
是
具
に
「
侍
用
集
」
に
あ

ら
は
し
た
り
。
加
様
の
義
を
知
ら
ん
と
な
ら
ば
、
「
両
和
休
命
」
『
楠

三
伝
果
』
に
具
さ
な
り
。
(
巻
六
2
2
オ
)

案
云
、
正
成
が
こ
と
ば
に
も
万
行
の
根
三
つ
な
り
と
い
へ
り
。
さ
れ

ば
軍
術
は
、
天
勢
・
人
勢
・
地
勢
に
よ
る
べ
し
。
此
義
つ
ぶ
さ
に

『
三
伝
集
』
に
こ
れ
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
右
の
老
士
の
語
に
よ
っ
て

其
大
方
を
あ
ら
は
す
も
の
也
。
(
巻
九
8
オ
)

ち
な
み
に
、
『
両
和
休
命
』
も
、
以
下
の
記
述
に
よ
れ
ば
兵
法
書
の
一

種
で
あ
る
。

将
に
遠
き
謀
な
き
時
は
、
戦
に
近
き
失
あ
り
、
と
『
両
和
集
』

に
も
見
え
た
り
。
(
巻
一
3
オ
)

か
や
う
の
儀
と
も
「
両
和
休
命
」
に
つ
ぶ
さ
な
り
。
(
巻
三
2
4

オ
)

『
両
和
休
命
』
は
正
成
の
著
述
と
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
諸
家
評
定
』

に
よ
れ
ば
、
正
成
は
「
三
伝
集
」
の
他
に
も
、
兵
法
書
を
著
し
て
い
た
。

十
三
品

勇
者
は
あ
や
う
き
働
き
な
し
と
云
事

さ
る
人
の
云
、
義
貞
の
軍
書
「
武
術
要
集
」
に
あ
ら
は
し
給
ふ
も
、

良
将
は
あ
や
う
き
事
を
な
さ
ず
、
と
有
。
又
正
成
の
あ
み
給
ふ
「
軍

法
愚
案
記
」
と
云
書
に
も
、
「
慮
り
短
な
ら
ず
、
利
あ
れ
共
あ
や
う

き
を
用
ず
。
太
平
な
れ
共
、
戦
を
忘
れ
ず
。
四
武
に
か
こ
ま
れ
て
死

を
か
ろ
し
め
ず
。
退
に
方
無
則
は
十
無
一
有
の
謀
を
な
す
。
是
を
良

将
と
い
ふ
な
り
」
と
有
。
(
巻
+
2
1
ウ
)

「
軍
法
愚
案
記
」
の
名
を
挙
げ
る
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
り
、
他
に
そ
の

実
在
を
裏
付
け
る
資
料
も
な
い
が
、
「
三
伝
集
」
は
事
情
が
異
な
る
。

「
倭
漢
武
家
名
数
」
(
正
徳
六
年
(
一
七
ヱ
ハ
)
刊
)
「
印
本
不
行
諸
家

軍
書
」
に
兵
道
集
〈
楠
家
之
武
経
全
有
十
七
巻
〉
軍
要
集
〈
同
書
有
十
三
巻
以

兵
道
集
為
陰
書
、
以
軍
要
集
為
陽
書
〉
三
伝
集
〈
同
楠
家
之
書
〉

〔
巻
三
1
8
オ
ー
ウ
。
〈

〉
内
割
注
〕

と
あ
り
、
江
戸
後
期
の
兵
学
者
・
武
芸
家
、
平
山
兵
原
が
文
化
二
年
こ

八
〇
五
)
に
自
ら
編
纂
し
た
蔵
書
目
録
「
擁
膝
草
廬
蔵
書
目
録
」
(
国
会
図

書
館
蔵
写
本
『
運
算
堂
蔵
書
目
録

乙
』
に
よ
る
)
「
外
題
軍
学
書
目
板
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行
不
行
軍
書
目
」
に
も
。

和
軍
伝
神
武
御
製
、
竹
内
宿
禰
筆
記
、
軍
法
侍
用
太
子
御
作
、
訓

閲
集
大
江
匡
房
作
、
三
陣
巻
義
家
作
、
軍
用
集
(
無
窮
会
本
「
軍

要
集
」
)
十
三
巻
、
兵
道
集
十
七
巻
、
三
伝
集
三
巻
、
千
早
城
問
答

一
巻
、
元
陽
集
一
巻

右
者
楠
流
ニ
テ
用
ユ

と
あ
る
。
『
三
伝
集
』
は
、
近
世
に
は
楠
流
兵
書
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
『
国
書
総
目
録
』
に
も
「
南
木
三
伝
書
」
写
本
一
冊
が
見
い

だ
せ
る
。
所
在
は
旧
海
兵
、
す
な
わ
ち
源
軍
兵
学
校
の
旧
蔵
書
で
あ
る
が
、

源
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校
「
古
兵
書
目
録
」
二
九
六
四
・
四
)
に
書
籍
番

号
「
曽
ど
(
S
は
鷲
見
文
庫
の
略
称
)
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
三

伝
集
』
な
る
楠
兵
法
書
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
も
、
鷲
見
文
庫

本
(
未
見
)
に
「
諸
家
評
定
」
所
引
の
「
三
伝
集
」
記
事
が
確
認
で
き
る

な
ら
ば
、
『
三
伝
集
』
は
、
「
諸
家
評
定
」
の
刊
年
明
暦
四
年
(
一
六
五
八
)

以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
明
暦
前
後
は
、
『
理
尽
紗
』
「
無

極
紗
」
お
よ
び
そ
の
関
連
書
(
『
桜
井
之
書
』
『
兵
庫
巻
』
な
ど
)
の
刊
行

が
相
次
い
だ
時
期
で
あ
る
が
、
「
三
伝
集
」
の
成
立
は
ど
こ
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
諸
家
評
定
」
の
践
年
は
元
和
七
年
で
あ
り
、
元

和
四
年
(
一
六
一
八
)
践
の
『
侍
用
集
』
が
「
諸
家
評
定
」
に
言
及
し
て
い

る
。
践
年
を
信
じ
れ
ば
、
「
三
伝
集
」
は
、
「
理
尽
紗
」
と
同
時
期
、
こ
と

に
よ
れ
ば
そ
れ
に
先
立
つ
著
作
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
『
三
伝
集
』
の
成
立
時
期
の
問
題
に
も
関
わ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

昨
雲
著
作
の
践
年
の
信
憑
性
が
問
題
に
な
る
。

1
、
山
本
勘
介
・
武
田
信
玄
と
「
三
伝
集
」

「
諸
家
評
定
」
は
、
『
三
伝
集
』
の
伝
来
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

案
云
、
戦
場
の
見
合
第
一
に
味
方
を
能
見
合
、
次
に
敵
を
見
量
し
て
、

さ
て
地
の
形
相
を
見
立
る
事
、
此
三
つ
を
よ
く
考
へ
て
後
、
勝
べ
き

事
を
知
べ
し
。
加
様
の
儀
は
具
に
『
楠
三
伝
集
』
に
見
え
た
り
。
彼

『
三
伝
集
』
と
云
る
書
は
、
三
州
う
し
く
ぼ
の
侍
山
本
勘
介
と
て
武

道
誉
れ
の
者
、
秘
し
て
所
持
仕
た
り
し
を
、
甲
州
武
田
信
玄
公
に
捧

げ
奉
り
、
信
玄
公
此
書
を
高
覧
の
後
、
弥
々
誉
れ
を
取
、
良
将
の
名

を
天
下
に
響
給
ふ
に
依
て
、
深
此
書
を
秘
蔵
し
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、

輛
か
に
写
取
た
り
と
て
、
あ
る
人
、
予
に
あ
た
へ
給
ふ
。
愚
か
に
披

見
を
乞
に
、
其
言
葉
す
み
や
か
に
し
て
、
其
利
全
し
。
然
れ
ど
も
初

学
の
士
は
及
が
た
き
事
多
き
ゅ
へ
に
、
愚
案
を
以
、
釈
す
る
の
筆
を

添
へ
、
「
続
三
伝
集
」
と
号
す
。
凡
そ
古
今
奇
妙
の
書
也
。
(
巻
六
4

オ
)

周
知
の
よ
う
に
、
山
本
勘
介
・
武
田
信
玄
の
活
躍
を
描
く
図
書
に
「
甲

陽
軍
鑑
」
が
あ
る
。
酒
井
憲
二
「
甲
陽
軍
鑑
大
成

研
究
篇
」
(
汲
古
書

院
、
一
九
九
五
)
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
不
揃
い
な
状
態
の
「
甲
陽
軍

鑑
」
原
本
を
小
幡
景
憲
が
整
理
し
て
第
一
次
正
本
を
成
し
た
の
が
元
和
七

年
(
ニ
八
二
一
年
。
土
井
本
巻
一
六
末
尾
に
「
尾
畑
勘
兵
衛
、
元
和
七
年

六
月
、
是
ヲ
写
置
ナ
リ
」
と
あ
る
)
の
こ
と
。
現
存
最
古
の
佐
藤
本
も

「
装
訂
・
料
紙
等
か
ら
見
て
、
元
和
七
年
の
時
点
を
そ
れ
ほ
ど
隔
た
る
も

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
ま
た
、
古
版
本
(
片
仮
名
付
訓
十
行

本
)
は
「
元
和
未
(
寛
永
極
初
)
年
刊
」
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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酒
井
説
に
よ
れ
ば
、
『
侍
用
集
』
奥
書
の
元
和
四
年
時
点
で
は
、
『
甲
陽

軍
鑑
』
は
ま
だ
世
に
出
て
い
な
か
っ
た
。
『
三
伝
集
』
と
勘
助
・
信
玄
と

を
結
び
っ
け
る
『
諸
家
評
定
』
の
記
事
は
、
『
甲
陽
軍
鑑
』
が
流
布
し
た

後
、
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

2
、
七
書
引
用
の
あ
り
方

『
諸
家
評
定
』
は
日
本
の
兵
書
の
ほ
か
に
、
中
国
古
代
兵
書
を
引
用
し

て
い
る
。
以
下
に
類
別
し
て
示
す
。
七
書
の
引
用
は
『
和
刻
本
諸
子
大
成

四
』
(
汲
古
書
院
。
底
本
は
元
禄
一
一
年
刊
本
)
に
よ
る
。

〈
六
粕
〉
誠
に
、
太
公
が
曰
く
「
臣
聞
く
『
君
子
は
其
志
を
得
ん
こ
と
を
楽
し

む
。
小
人
は
其
事
を
得
ん
こ
と
を
楽
し
む
』
。
今
、
吾
漁
り
甚
だ
似

た
る
こ
と
有
り
。
殆
ど
之
を
楽
し
む
に
非
ず
」
と
い
へ
る
を
も
っ
て

勘
知
仕
給
へ
。
(
巻
一
九

2
6
ウ
)

〔
文
垢
・
文
師
〕
太
公
日
、
臣
聞
君
子
楽
得
其
志
、
小
人
楽
得
其

事
。
今
吾
漁
甚
有
似
也
。
殆
非
楽
之
也
。

〈
三
略
〉
三
略
に
云
は
く
、
「
四
民
用
ゆ
る
に
虚
な
る
と
き
は
、
国
乃
ち
儲
け

無
し
。
四
民
用
ゆ
る
に
足
る
と
き
は
、
国
乃
ち
安
楽
な
り
」
と
有
。

(
巻
二
1
5
ウ
)

〔
下
略
〕
四
民
用
虚
、
国
乃
無
儲
。
四
民
用
足
、
国
乃
安
楽
。

〈
呉
子
〉
典
子
が
曰
く
「
生
を
必
す
れ
ば
則
ち
死
し
、
死
を
必
す
れ
ば
則
ち
生

く
」
。
(
巻
一
4
8
ウ
)

〔
治
兵
〕
必
死
則
生
、
幸
生
則
死
。

〈
孫
子
〉

・
又
孫
子
が
日
く
、
「
昔
の
善
く
戦
ふ
者
は
勝
っ
べ
か
ら
ざ
る
を
為
て
、

以
て
敵
の
勝
つ
べ
き
を
待
つ
。
」
又
云
「
国
を
全
く
す
る
を
上
と
し
、

国
を
破
る
を
之
に
次
ぐ
。
軍
を
全
く
す
る
を
上
と
し
、
軍
を
破
る
を

之
に
次
ぐ
。
卒
を
全
く
す
る
を
上
と
し
、
卒
を
破
る
を
之
に
次
ぐ
。

伍
を
全
く
す
る
を
上
と
し
、
伍
を
破
る
を
之
に
次
ぐ
」
と
あ
り
。

(
巻
コ
ー
1
0
ウ
)

〔
軍
形
〕
孫
子
日
、
昔
之
善
戦
者
、
先
為
不
可
勝
、
以
待
敏
之
可

勝
。
〔
謀
攻
〕
孫
子
日
、
夫
用
兵
之
法
、
全
国
為
上
、
破
国
次
之
。
全

軍
為
上
、
破
軍
次
之
。
全
旅
為
上
、
破
旅
次
之
。
全
率
為
上
、
破

率
次
之
。
全
伍
為
上
、
破
伍
次
之
。
※
『
評
定
』
は
傍
線
部
を
欠

・
又
卒
然
と
云
ふ
事
、
七
書
に
見
え
た
り
。
卒
然
は
蛇
の
名
也
。
此
蛇

を
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
時
、
其
首
を
う
た
ん
と
す
れ
ば
、
尾
に
又
口

あ
っ
て
く
は
ん
と
す
る
也
。
尾
を
う
た
ん
と
す
れ
ば
、
首
の
口
を
も

っ
て
く
は
ん
と
す
る
也
。
其
中
を
断
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
首
と
尾
と
し

て
く
は
ん
と
す
る
と
あ
り
。
(
巻
一
二
2
0
オ
)

〔
九
地
〕
率
然
者
、
常
山
之
蛇
也
。
撃
其
首
則
尾
至
、
撃
其
尾
則

首
至
、
撃
其
中
則
首
尾
倶
至
。

・
孫
子
に
曰
く
、
「
其
趣
か
ざ
る
所
に
出
て
、
思
は
ざ
る
所
に
お
も
む
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く
。
千
里
を
行
く
と
も
、
し
か
も
労
せ
ざ
る
事
は
、
人
な
き
の
地
に

行
け
ば
な
り
。
せ
め
て
し
か
も
か
な
ら
ず
取
る
者
は
、
其
ま
ぼ
ら
ざ

る
所
を
せ
む
れ
ば
な
り
。
ま
も
っ
て
し
か
も
か
な
ら
ず
固
き
も
の
は
、

其
せ
め
ざ
る
所
を
ま
ぼ
れ
ば
な
り
」
と
あ
り
。
(
巻
一
四
2
1
オ
)

〔
虚
実
〕
出
其
所
不
趨
、
趨
其
所
不
意
。
行
千
里
而
不
労
者
、
行

於
無
人
之
地
也
。
攻
而
必
取
者
、
攻
其
所
不
守
也
。
守
而
必
固
者
、

守
其
所
不
攻
也
。

・
一
進
む
に
も
時
あ
り
。
退
く
に
も
時
あ
り
。
武
士
た
ら
ん
者
は
是
を

よ
く
わ
き
ま
へ
給
へ
。
(
中
略
)
さ
れ
ば
、
孫
子
が
日
く
「
弱
な
り

と
い
ふ
共
、
一
人
退
く
べ
か
ら
ず
。
強
な
り
と
い
ふ
と
も
一
人
進
む

事
有
べ
か
ら
ず
」
と
な
り
。
(
巻
一
五
6
オ
)

〔
軍
争
〕
人
既
専
一
、
則
勇
者
不
得
独
進
、
怯
者
不
得
独
退
。

・
古
語
云
、
守
て
か
な
ら
ず
固
き
者
は
、
其
攻
め
ざ
る
所
を
守
る
な
り
、

と
あ
り
。
(
巻
二
〇
2
5
オ
)

〔
虚
実
(
既
述
)
〕
。

み
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
書
名
を
あ
げ
な
い
箇
所
も
ふ
く
め
、
『
孫
子
』

の
引
用
が
中
心
を
な
す
。
阿
部
隆
一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
我
が
国

で
講
読
さ
れ
た
兵
書
の
大
部
分
は
六
絹
・
三
略
で
あ
っ
て
、
孫
子
が
盛
に

読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
」
で
あ
る
{
注
7
1
0

そ
の
該
尾
に
付
し
て
稿
者
も
、
い
わ
ゆ
る
武
田
信
繁
家
訓
を
除
く
『
甲
陽

軍
鑑
』
本
篇
の
七
書
引
用
が
『
三
略
』
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
(
注
8
)
o

『
理
尽
秒
』
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
『
太
平
記
』
が
「
六

絹
ノ
十
四
変
ニ
、
敵
経
長
途
来
急
可
撃
ト
云
ヘ
リ
」
(
巻
一
三
。
岩
波
大

系
3
8
頁
)
な
ど
と
『
六
帽
』
の
詞
章
を
引
く
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
『
理
尽

紗
』
も
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
記
述
を
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
『
太
平
記
』
に

よ
ら
な
い
、
『
理
尽
鈔
』
独
自
の
詞
章
を
対
象
と
し
て
典
拠
を
探
れ
ば
、

『
理
尽
鈔
』
の
引
用
の
中
心
は
『
三
略
』
で
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
摘

記
す
る
。

〈
六
垢
〉

・
凡
そ
良
将
は
戦
ず
し
て
、
敵
の
強
弱
を
こ
そ
知
る
者
な
る
に
、
(
三

2
9
オ
)

〔
龍
帽
・
兵
徴
〕
武
王
、
問
大
公
日
、
吾
欲
未
戦
先
知
散
人
之
強

弱
、
予
見
勝
負
之
徴
。
為
之
奈
何
。

・
正
成
打
う
な
づ
ひ
て
、
「
最
も
能
き
方
便
に
て
侍
る
。
拙
き
将
は
必

敵
の
為
に
檎
と
な
る
べ
く
候
。
…
」
(
六
4
8
オ
)

〔
犬
帽
・
戦
車
〕
此
十
者
、
車
之
死
地
也
。
故
拙
将
之
所
以
見
檎
、

明
将
之
所
以
能
避
也
。

〈
三
略
〉

・
上
と
し
て
下
の
忠
を
知
ざ
る
は
、
主
将
の
法
に
非
ず
。
(
七
3
2
オ
)

〔
上
略
〕
夫
主
将
之
法
、
務
撃
英
雄
之
心
、
・
…

・
敵
に
依
て
転
化
す
と
云
ふ
意
、
戦
場
に
於
て
少
も
忘
る
べ
か
ら
ず
。

(
六
3
0
ウ
他
、
多
用
さ
れ
る
)

〔
上
略
〕
天
地
神
明
、
与
物
推
移
、
変
動
無
常
。
因
敵
転
化
。

・
謀
も
る
ゝ
則
ば
軍
に
利
な
し
と
な
り
。
(
一
六
1
0
3
ウ
)

・
外
、
内
を
伺
ふ
則
ん
ば
謀
成
ら
ず
と
申
事
侍
れ
ば
、
…
(
二
六
2
8
ウ
)

・
又
吉
野
の
公
卿
『
三
略
』
を
知
り
給
は
ず
や
。
外
内
を
伺
ふ
則
ん
ば
、
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軍
に
利
な
し
と
也
。
(
三
一
5
4
オ
)

〔
上
略
〕
将
謀
泄
、
則
軍
無
勢
。
外
関
内
、
則
禍
不
制
。

・
兵
々
に
向
て
、
味
方
の
凶
を
説
く
事
な
か
れ
。
敵
の
美
を
語
る
事
な

か
れ
。
(
七
2
7
ウ
)

〔
中
略
〕
軍
勢
日
、
無
使
弁
士
談
説
歎
美
。
為
其
惑
衆
。

・
高
島
死
し
て
良
弓
隠
る
と
謂
し
に
当
れ
り
と
謂
つ
べ
し
。
(
二
五
7
4

ウ
)〔

中
略
〕
夫
高
島
死
、
良
弓
蔵
、
敵
国
滅
、
謀
臣
亡
。

な
お
、
「
敵
追
は
ん
時
は
、
逃
る
事
疾
き
事
風
の
如
に
せ
よ
」
(
六
1
4
ウ
)

と
あ
る
章
句
は
、
「
孫
子
」
軍
争
篇
の
一
節
が
有
名
だ
が
、
「
六
輔
」
犬

輔
・
戦
騎
に
も
「
そ
の
疾
き
こ
と
風
の
ご
と
く
、
そ
の
暴
な
る
こ
と
雷
の

ご
と
く
」
と
あ
る
。
「
進
む
に
軽
く
退
く
に
か
ろ
か
れ
」
(
巻
七
2
8
オ
)
は
、

『
呉
子
』
料
敵
「
軽
進
達
退
、
弊
而
労
之
・
:
」
に
拠
る
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
六
輔
二
二
略
以
外
に
基
づ
く
章
句
の
存
在
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

『
甲
陽
軍
鑑
』
「
理
尽
紗
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
七
書
引
用
の
あ
り
方
は
、

い
つ
頃
か
ら
「
孫
子
」
中
心
の
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
た
と
え
ば
、

『
理
尽
紗
』
に
対
抗
し
て
著
さ
れ
た
『
無
極
紗
』
の
場
合
、
「
六
輔
」
が
最
も

多
い
が
、
「
李
衛
公
開
対
」
、
「
孫
子
」
の
引
用
箇
所
も
少
な
く
な
い
(
注
4
拙
稿
)
o

『
李
衛
公
開
対
』
の
大
幅
な
引
用
も
中
世
に
は
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
の
『
無
極
紗
』
の
成
立
時
期
は
、
寛
永
初
年
(
一
六
二
四
)
か
ら
慶
安
三

年
二
六
五
〇
)
の
間
で
あ
る
(
注
9
)
o
ま
た
、
『
理
尽
紗
』
の
派
生
書
の
一
つ

で
あ
り
、
正
保
四
年
(
一
六
四
七
)
か
ら
寛
文
一
二
年
こ
六
七
三
の
間
の

成
立
と
目
さ
れ
る
『
孫
子
陣
宝
書
』
は
、
書
名
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
「
孫

子
』
の
注
解
の
形
を
と
っ
て
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。
(
焉
)
昨
雲
三
部
作

の
践
文
に
い
う
元
和
の
時
点
で
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
、
明
言
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
す
で
に
『
孫
子
』
に
重
き
を
置
く
風
潮
が
始
ま
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
「
諸
家
評
定
」
の
あ
り
方
は
、
『
甲
陽
軍

鑑
』
や
『
理
尽
鈔
』
に
比
べ
て
、
新
し
い
様
相
と
い
え
る
。

三
、
『
当
流
軍
法
功
者
書
』
の
楠
関
連
記
事

『
当
流
軍
法
功
者
書
』
巻
之
上
「
百
十
八
、
傍
輩
の
討
死
を
見
て
腹
切

事
、
付
菊
池
七
郎
事
」
(
日
本
兵
法
全
果
二
〇
〇
頁
)
に
次
の
一
節
が
あ

る
。

傍
輩
の
討
死
の
と
き
、
腹
切
る
べ
か
ら
ず
。
菊
池
七
郎
為
朝
(
武
朝
)
、

湊
川
に
て
楠
と
一
所
に
自
害
し
た
る
の
有
″
勇
、
鉦
ご
忠
義
一
と
云
り
。

具
に
在
一
一
太
平
記
一
。

詳
細
は
「
太
平
記
」
に
あ
る
、
と
い
う
が
、
『
太
平
記
』
巻
一
六
は

菊
池
七
郎
武
朝
ハ
、
兄
ノ
肥
前
守
が
使
ニ
テ
須
磨
ロ
ノ
合
戦
ノ
体
ヲ

見
二
乗
リ
ケ
ル
ガ
、
正
成
が
腹
ヲ
切
ル
所
へ
行
合
テ
、
ヲ
メ
/
＼
シ

ク
見
捨
テ
ハ
イ
カ
ヾ
蹄
ル
ベ
キ
ト
思
ケ
ル
ニ
ヤ
、
同
自
害
ヲ
シ
テ
炎

ノ
中
二
臥
ニ
ケ
リ
。

と
記
す
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
「
理
尽
紗
」
巻
ヱ
ハ
「
正
成
自
害
井
菊
池

七
郎
武
朝
自
害
の
事
」
は
、
「
○
伝
云
、
菊
地
と
楠
と
は
年
来
の
朋
友
な

れ
ば
…
」
に
は
じ
ま
る
、
七
郎
が
使
者
に
趣
く
い
き
さ
つ
を
詳
細
に
記
し

た
後
、
七
郎
の
行
為
に
対
し
、
左
の
論
評
を
示
し
て
い
る
。
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○
評
云
、
築
紫
武
者
の
習
皆
以
て
然
也
。
還
て
君
の
御
大
事
に
は
相

す
し
て
、
正
成
と
共
に
自
害
し
て
は
何
の
用
ぞ
や
。
勇
は
有
、
忠
無
、

-義
無
、
謀
も
な
き
死
に
様
た
る
べ
し
と
に
や
。
(
7
6
オ
)

「
つ
ぶ
さ
に
」
は
『
理
尽
鈔
』
の
記
述
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
く
、
傍
線
部

の
章
句
も
ご
致
し
て
い
る
。
短
い
章
句
で
あ
る
か
ら
、
な
お
確
定
的
な
こ

と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
「
理
尽
紗
」
の
影
響
下
に
あ

る
と
み
な
す
な
ら
ば
、
『
功
者
書
』
の
践
年
元
和
三
年
の
信
憑
性
を
疑
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
和
三
年
は
、
「
理
尽
鈔
」
が
よ
う
や
く
形
を
整

え
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
「
功
者
書
」
の
刊
行
さ
れ
た
正
保
四
年
な

ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
「
理
尽
鈔
」
を
披
見
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。

お
わ
り
に

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
判
断
材
料
は
ま
だ
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
昨
雲
三
部
作
の
い
ず
れ
も
が
現
存
し
て
い
る
の
は
、
「
理
尽
紗
」
版

本
が
世
に
現
れ
て
以
降
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
こ
と
に
、
や
は
り
留
意

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
部
作
の
実
際
の
著
述
が
刊
行
年
次
に
近
い

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
理
尽
紗
』
や
『
甲
陽
軍
鑑
』
な
ど
と
は
異

な
る
独
自
の
内
容
を
持
つ
著
述
で
あ
り
、
「
戦
国
武
士
の
心
得
」
を
含
む

こ
と
を
否
定
し
な
い
が
、
三
部
作
の
全
容
を
戦
国
の
遺
風
と
い
う
よ
う
に

と
ら
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
が
現
時
点
で
の
小

稿
の
結
論
で
あ
る
。

注

Ｔ
)
昨
雲
の
名
号
に
つ
い
て
、
魚
佳
孝
至
氏
は
、
「
犬
追
物
聞
書
」
『
一

統
集
』
に
み
え
る
「
小
笠
原
昨
雲
入
道
為
政
」
と
「
軍
法
侍
用
集
」

等
の
著
者
「
小
笠
原
昨
雲
勝
三
」
と
は
別
人
と
思
わ
れ
る
、
と
し
て

い
る
(
注
2
編
著
四
四
五
頁
)
。
『
一
統
集
』
の
相
伝
は
寛
文
三
年

二
六
六
三
)
で
、
元
和
年
間
に
著
述
し
た
昨
雲
勝
三
と
は
時
代
が
大
き

く
隔
た
る
、
と
い
う
の
が
論
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
小
稿
で
論
じ

る
よ
う
に
、
「
侍
用
集
」
等
の
践
年
の
信
憑
性
の
如
何
に
よ
っ
て
は
、

為
政
・
勝
三
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
再
度
検
討
の
余
地
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

(
2
)
古
川
哲
史
監
修
「
戦
国
武
士
の
心
得
*
「
軍
法
侍
用
集
」
の
研
究
』

べ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
。

(
3
)
引
用
は
注
2
校
注
本
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
に
際
し
て
は
、
米
沢

市
立
図
書
館
蔵
承
応
二
年
刊
本
に
よ
っ
て
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

(
4
)
「
理
尽
鈔
」
の
成
立
時
期
に
っ
い
て
は
、
東
洋
文
庫
「
太
平
記
秘
伝

理
尽
紗
1
」
解
説
2
に
「
慶
長
の
後
年
か
ら
元
和
に
も
か
か
ろ
う
と

す
る
時
期
」
と
の
私
見
を
示
し
た
。

(
5
)
今
井
「
臼
杵
図
書
館
蔵
「
正
成
記
」
考
(
二
)
-
「
太
平
記
」
・

『
理
尽
妙
』
享
受
の
一
様
相
-
」
日
本
文
化
論
叢
1
、
一
九
九
三
・
三
。

(
6
)
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
本
(
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
複
写
)
に

よ
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
『
侍
用
集
』
校
注
本
に
倣
い
、
送
り
が

な
・
助
詞
等
は
、
振
仮
名
か
ら
本
文
行
に
降
ろ
し
、
漢
文
表
記
は
読
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み
下
し
た
。

(
7
)
阿
部
隆
一

「
三
略
源
流
考
附
三
略
校
勘
記
・
擬
定
黄
石
公
記
侠
文

集
」
(
斯
道
文
庫
論
集
8

一
九
七
〇
・
コ
ー
。

(
8
)
今
井
「
甲
斐
武
田
氏
の
『
孫
子
』
受
容
」
『
太
平
記
評
判
書
及
び
関

連
兵
書
の
生
成
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
(
科
研
費
報
告
書
)

一
九
九

八
こ
二
。

(
9
)
今
井
「
『
義
貞
軍
記
』
考
卜
『
無
極
鈔
』
の
成
立
に
関
わ
っ
て
I
」

日
本
文
化
論
叢
5
、
一
九
九
七
こ
二
。

(
1
0
)
今
井
「
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
紗
』
「
評
」
の
世
界
」
『
太
平
記
の

世
界
』
(
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
・
九
)
。

付
論
、
『
侍
用
集
』
の
版
種

『
侍
用
集
』
校
注
本
『
戦
国
武
士
の
心
得
』
に
、
羽
賀
久
人
氏
に
よ
る

解
題
が
付
さ
れ
て
い
る
(
「
『
軍
法
侍
用
集
』
諸
本
と
底
本
に
つ
い
て
」
。

以
下
、
羽
賀
解
題
)
。
羽
賀
解
題
は
、
本
書
の
四
つ
の
版
を
比
較
し
、
「
承

応
二
年
版
と
万
治
元
年
版
と
は
同
一
版
木
を
用
い
、
承
応
四
年
版
と
寛
文

四
年
版
と
は
同
一
版
木
を
用
い
て
お
り
、
二
系
統
に
分
か
れ
る
」
と
結
論

し
て
い
る
。

1
、
承
応
二
年
版
と
万
治
元
年
版

た
し
か
に
、
承
応
二
年
版
・
万
治
元
年
版
は
無
匡
郭
一
〇
行
、
承
応
四

年
版
・
寛
文
四
年
版
は
四
周
単
辺
一
一
行
と
二
系
統
に
分
か
れ
る
(
と
も

に
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
。
一
行
字
数
一
九
字
内
外
。
た
だ
し
、
前
者
は
一

つ
書
き
「
□
を
一
字
分
高
く
表
示
し
、
後
者
は
他
の
行
と
一
律
に
揃
え

る
」
。
し
か
し
、
承
応
二
年
版
と
万
治
元
年
版
と
は
同
一
版
木
を
用
い
て
は
い

な
い
。
印
面
高
さ
(
巻
一
の
I
オ
「
一
昨
雲
・
:
」
の
行
)
承
応
二
年
版
は

二
I

・
七
五
回
、
万
治
元
年
版
は
二
I
・
四
回
。
印
面
は
よ
く
似
て
い
る

が
、
句
読
点
の
形
態
や
濁
点
の
有
無
な
ど
微
細
な
差
異
が
散
見
し
、
万
治

元
年
版
は
巻
九
1
8
ウ
の
図
(
四
重
の
円
)
の
内
二
重
部
分
を
空
白
に
す
る

な
ど
の
相
違
が
あ
る
。
万
治
元
年
版
は
承
応
二
年
版
の
覆
刻
本
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
羽
賀
解
題
は
「
万
治
元
年
版
は
、
基
本
的
に
は
全
十
二
巻
の

う
ち
第
二
巻
の
み
を
新
刻
し
、
刊
行
年
月
日
等
を
説
く
刊
記
を
刻
み
直
し

た
も
の
」
(
四
四
頁
)
と
述
べ
る
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
万
治
元
年

版
(
他
に
所
蔵
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
)
の
巻
二
は
補
写
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
「
万
治
元
年
版
で
は
〈
備
へ
の
図
〉
の
ま
と
め
が
落
丁
と
な
っ
て

い
る
。
ま
と
め
の
落
丁
は
思
想
的
な
問
題
、
秘
伝
的
要
素
と
絡
む
問
題
で

あ
る
」
(
五
五
頁
)
に
い
う
「
ま
と
め
」
は
、
承
応
二
年
版
2
7
オ
(
2
7
ウ

は
自
紙
)
の
文
章
を
さ
す
。
こ
れ
も
意
図
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
補

写
の
際
の
過
誤
で
あ
ろ
う
。

万
治
元
年
版
に
は
、
承
応
二
年
版
と
本
文
の
相
違
す
る
箇
所
が
あ
る
。

羽
賀
解
題
に
第
一
巻
か
ら
第
五
巻
の
比
較
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
万
治

元
年
版
に
「
荒
神

金
剛
童
子
不
動
明
王
」
と
あ
る
部
分
、
承
応
二
年
版

は
「
幕
の
図
の
最
後
の
一
行
刷
落
し
」
(
第
五
巻
7
ウ
。
翻
刻
二
〇
五
頁

相
当
)
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
承
応
二
年
版
に
も
問
題
の
一
行
は
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存
在
す
る
。
こ
の
部
分
は
7
ウ
の
喉
の
部
分
で
あ
り
、
羽
賀
氏
が
利
用
し

た
「
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
本
の
全
巻
の
複
写
」
は
開
き
が
悪
く
、
見

え
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。
刷
む
ら
・
乱
丁
を
除
き
、
第
二
巻
(
早
大

本
は
補
写
)
、
第
三
巻
(
早
大
本
は
欠
巻
)
を
比
較
対
象
か
ら
除
け
ば
、

巻
五
ま
で
の
本
文
の
異
同
は
巻
一
に
限
ら
れ
る
。
羽
賀
解
題
の
掲
示
に
は

一
部
誤
脱
が
あ
る
の
で
、
巻
六
以
降
の
事
例
と
併
せ
、
あ
ら
た
め
て
左
に

示
す
。承
応
二
年
版

巻
・
丁
・
行
[
翻
刻
頁
行
]
↓
万
治
元
年
版

巻
一
5
ウ
1
行
[
六
二
頁
1
3
行
]

一
先
立
事
↓
威
た
る
事

巻
一
6
オ
4
行
二
八
三
頁
2
行
一

‥
重
せ
は
。
此
道
に
い
た
る
へ
き

に
や
↓
重
す
る
者
は
此
働
き

な
り
や
す
か
ら
ん
や

巻
一
9
オ
8
行
[
六
五
頁
2
行
]

一
覚
↓
誉

巻
一
9
オ
9
行
[
六
五
頁
3
行
]

一
す
け
↓
た
す
け

こ
う
し
や

ぶ
し
こ
れ
を
う
ち
と
る

巻
一
1
1
ウ
3
行
[
六
六
頁
1
7
行
]
一
功
者
の
武
士
謙
二
捕
之
一
儀
。

其
者
に
は
猶
勝
り
↓
勇
功
あ

る
敵
を
討
捕
の
儀
は
其
敵
の
力

量
に
は
ま
さ
る
也

巻
一
1
5
オ
3
行
二
八
九
頁
2
行
」

一
勇
臣
↓
勇
士

巻
一
3
1
ウ
4
行
[
七
八
頁
1
9
行
]

一

(
皆
)
一
人
↓
自
分

巻
六
5
ウ
ー
行
[
二
五
二
頁
8
行
]

一

(
さ
わ
が
し
く
)
有
事
は

↓
相
見
し
事
は

巻
六
5
ウ
2
行
[
二
五
二
頁
8
行
]

一

(
弓
断
を
)
な
し
た
る
↓
な

る
の

巻
七
2
ウ
5
行
「
二
六
五
頁
4
行
」

‥

(
敵
の
し
の
び
を
)
つ
る
↓

か
る

上
述
の
よ
う
に
、
万
治
元
年
版
は
版
木
を
新
た
に
し
た
覆
刻
版
で
あ
り
、

部
分
的
な
修
訂
版
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
埋
木
に
よ
る
修
訂
で
は

な
く
、
承
応
二
年
版
に
あ
ら
か
じ
め
朱
筆
な
ど
で
訂
正
し
、
そ
れ
を
敷
き

写
し
に
し
た
も
の
を
版
下
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
万
治
元
年
版
の
巻
一
・
六
・
七
に
は
、
外
題
右
横
に
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
よ
う
な
貼
紙
(
添
外
題
)
が
あ
る
。

一
巻
/
作
雲
正
本
二
見
合
る
に
古
板
/
に
廿
五
ヶ
所
の
あ
や
ま
り
あ

り
/
十
二
巻
の
内
残
七
巻
ハ
す
こ
し
/
づ
ヽ
な
を
し
新
板
せ
し
む
る

者
/
な
り

六
巻
/
古
板
に
五
ヶ
所
の
あ
や
ま
り
有
/
殊
に
承
応
四
年
未
ノ
年
古

板
/
に
は
し
の
び
の
巻
二
略
お
ほ
し
/
落
字
あ
り
今
改
て
令
開
/
板

者
也

七
巻
/
古
板
に
九
ケ
条
の
あ
や
ま
り
/
あ
り
委
ハ
古
板
に
見
合
/
見

へ
き
者
也
作
雲
正
本
に
/
て
令
校
合
者
也

上
述
の
よ
う
に
、
万
治
元
年
版
が
こ
れ
ら
の
貼
紙
の
あ
る
巻
に
補
訂
を

加
え
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
廿
五
ケ
所
」
「
五
ケ
所
」

「
九
ケ
条
」
と
い
う
数
値
は
、
実
態
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
異
同
の
内

容
も
微
細
な
字
句
の
相
違
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
補
訂
が
「
作
雲
正
本
」
を
ふ

--75



ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。
貼
紙
は
、
売
ら
ん

が
た
め
の
惹
句
、
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2
、
承
応
二
年
版
と
承
応
四
年
版

た
だ
し
、
承
応
四
年
版
に
は
問
題
が
多
い
、
と
い
う
非
難
は
、
ま
っ
た

く
的
外
れ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
承
応
四
年
版
に
は
匡
郭
が
あ
り
、
承

応
二
年
版
(
無
匡
郭
)
と
は
あ
き
ら
か
に
版
木
を
異
に
す
る
が
、
序
文
お

よ
び
目
録
了
は
、
行
数
・
字
体
・
付
訓
・
用
字
に
い
た
る
様
態
が
承
応
二

年
版
と
酷
似
し
て
い
る
(
注
a
)
o

本
文
も
一
致
の
度
合
い
は
下
が
る
が
似
て

お
り
、
承
応
二
年
版
を
参
照
し
て
(
底
本
と
し
て
)
版
下
を
作
成
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
承
応
四
年
版
は
、
巻
七
「
第
二
十

よ
し
も
り
百
首
の

事
」
にし
の
び
に
も
又
夜
う
ち
に
も
行
道
を
か
へ
る
は
大
事
ゆ
き
ぬ
け
は
よ

しし
の
び
と
て
道
に
そ
む
き
し
ぬ
す
み
せ
は
神
や
仏
の
い
か
て
ま
ぼ
ら

ん
(
承
応
二
年
版
1
7
オ
)

と
あ
る
部
分
の
後
者
を
欠
く
、
と
い
う
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
大
き
な
過
誤
は
例
外
に
属
し
、
な
か
に
は
巻
七
「
第
十
二

仕
寄
道
典

之
事
」
の
「
車
勢
楼
之
事
」
(
承
応
二
年
版
1
0
オ
)

・

「
釣
勢
楼
之
事
」

(
同
ウ
)
の
よ
う
に
、
挿
図
と
説
明
が
背
馳
し
て
い
る
箇
所
を
、
承
応
四

年
版
が
「
釣
勢
楼
之
事
」
「
車
勢
楼
之
事
」
と
正
し
て
い
る
事
例
も
あ
る

が
、
承
応
四
年
版
が
い
わ
ば
転
写
本
と
し
て
の
宿
命
を
負
っ
て
い
る
こ
と

は
否
定
し
え
な
い
。

さ
て
、
羽
賀
解
題
四
八
頁
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
第
二
巻
の
本
文
に
乱
丁
が
あ
り
、
丁
付
け
は
4
5
丁
ま
で
な
さ
れ
て

い
る
が
実
際
の
本
文
の
丁
数
は
4
4
丁
(
注
b
)
と
な
る
。
」

右
に
い
う
「
乱
丁
」
が
「
書
物
の
ペ
ー
ジ
の
順
序
が
(
製
本
の
過
程
で
)

間
違
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
、
一
般
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
記
述
を
熟
覧
す
れ
ば
わ
か
る

こ
と
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
誤
解
さ
れ
や
す
い
表
現
で
あ
ろ
う
。

「
承
応
四
年
版
、
寛
文
四
年
版
に
は
、
承
応
二
年
版
に
比
し
、
顕
著

な
乱
丁
が
あ
る
。
第
二
巻
で
あ
る
が
、
(
中
略
)
承
応
二
年
版
の
1
1
1
1
一

丁
左
'

C
<丁
右
・
左
、
1
3
T
右
・
左
に
あ
た
る
箇
所
を
、
承
応
四
年

版
で
は
、
8
丁
左
・
9
又
I
―
I
T
右
・
左
、
1
2
・
1
3
丁
右
・
左
と
す
る
。

即
ち
承
応
四
年
版
に
は
1
0
丁
が
な
く
、
実
際
の
丁
数
で
は
二
丁
分
に

相
当
す
る
丁
に
、
9
丁
か
ら
1
3
了
ま
で
の
丁
数
を
付
け
る
。
同
一
版

木
の
寛
文
四
年
版
も
同
様
で
あ
る
。
」
(
同
頁
)

要
は
、
巻
二
の
丁
付
け
が
変
則
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
丁
付
け
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
同
解
題
は

「
「
第
十
、
小
屋
取
り
の
事
付
け
た
り
備
へ
の
図
」
に
て
、
小
屋
取

り
・
備
へ
の
図
は
同
一
版
木
を
用
い
て
お
り
(
？
)
、
丁
数
を
変
化
さ

せ
て
い
な
い
、
即
ち
〈
収
載
の
図
〉
の
掲
載
順
を
改
め
て
な
い
点
を

読
者
に
明
か
す
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
」

と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
承
応
四
年
版
の
刊
行
者
が
そ
の
読
者
に
承

応
二
年
版
と
の
対
比
を
期
待
し
て
い
た
、
と
も
思
え
ぬ
が
、
と
も
か
く
、

巻
二
第
十
の
収
載
図
(
承
応
二
年
版
1
3
オ
~
2
6
ウ
)
の
丁
付
け
と
一
致
さ
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せ
る
た
め
の
操
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
羽
賀
解
題
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ

ま
た
、
同
解
題
五
〇
頁
の

承
応
四
年
版
・
寛
文
四
年
版
の
丁
数
の
順
で
は
、
各
項
目
の
順
番
が

乱
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
承
応
二
年
版
の

次
第
に
従
う
と
、
承
応
四
年
版
系
統
の
読
み
は
2
6
丁
左
以
降
、
2
7
了

右
・
左
、
2
8
了
右
・
左
、
2
9
丁
右
・
左
、
又
2
6
T
右
・
左
、
又
2
7
丁

右
・
左
、
又
2
8
丁
右
・
左
、
又
2
9
丁
右
・
左
と
な
る
。

と
の
指
摘
も
、
い
わ
ゆ
る
乱
丁
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
2
9
丁
と
3
0
丁
と

の
間
に
「
又
○
」
と
い
う
丁
付
け
を
挟
ん
で
い
る
現
象
を
さ
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
承
応
四
年
版
の
方
が
行
数
上
行
字
数
が
多
い
か
ら
、
収
載
図

の
前
で
は
承
応
二
年
版
の
丁
付
け
の
進
行
に
追
い
つ
く
た
め
の
処
理
を
お

こ
な
い
(
(
九
又
十
二
)
、
後
で
は
実
際
の
丁
数
に
戻
す
た
め
の
処
理
を

お
こ
な
っ
た
(
「
又
○
」
)
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
正
し
く

は
、
ひ
と
つ
早
く
「
二
十
九
」
丁
を
「
又
二
十
六
」
丁
と
す
れ
ば
、
「
三

十
」
了
以
下
「
四
十
六
」
丁
ま
で
実
数
と
合
致
し
た
の
で
あ
る
が
(
2
7
、

2
8
、
又
2
6
、
又
2
7
、
又
2
8
、
又
2
9
、
3
0
～
4
6
)
、
計
算
違
い
に
気
づ
か
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
巻
十
二
「
第
十
三

立
気
吉
凶
之
事
」
に
示
す
、
「
律
気
」
か

ら
「
竹
葉
気
」
に
い
た
る
五
〇
項
目
の
配
列
順
に
異
同
が
あ
り
、
承
応
四

年
版
の
配
列
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
は
羽
賀
解
題
五
四
頁
の
指
摘
す
る
と
お

り
で
あ
る
。

3
、
版
本
の
分
類

し
た
が
っ
て
、
『
軍
法
侍
用
集
』
の
版
本
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ

(
版
木
は
三
種
類
)
、
異
版
の
承
応
四
年
刊
本
も
承
応
二
年
刊
本
を
範
と
し

て
い
る
(
◎
印
は
実
見
、
○
は
複
写
物
に
よ
る
知
見
。
冊
数
は
二
I
冊
の

完
本
以
外
に
つ
い
て
注
記
)
。
本
書
の
考
究
に
際
し
て
は
承
応
二
年
刊
本

に
拠
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
羽
賀
解
題
の
結
論
に
は
異
存
な
い
。

〈
無
匡
郭
一
〇
行
本
〉

承
応
二
年
(
一
六
五
三
)
刊
本
・
:
米
沢
市
立
図
書
館
興
譲
館
文
庫
◎

(
標
色
地
、
雷
紋
繋
ぎ
に
桐
唐
草
〈
型
押
〉
表
紙
"
2
7
.
7
×
蜀
に
㎝
)

承
応
二
年
刊
後
修
本
・
:
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
○
・
京
都

府
立
総
合
資
料
館
◎
(
巻
十
二
は
承
応
四
年
刊
本
を
補
配
し
、

巻
十
一
と
合
綴
。
浅
標
色
、
毘
沙
門
亀
甲
地
に
簑
亀
と
丸
龍
。

S
・
(
)
×
昴
J
㎝
)

万
治
元
年
(
一
六
五
八
)
刊
本
(
覆
承
応
二
年
刊
本
)
・
:
早
稲
田
大
学

図
書
館
◎
(
巻
二
補
写
・
巻
三
欠
。
十
一
冊
)

〈
単
辺
一
一
行
本
〉

承
応
四
年
二
六
五
五
)
刊
本
…
慶
嘸
義
塾
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◎
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
◎
(
巻
十
二
存
一
冊
)

・
東
京
国

立
博
物
館
(
三
冊
)

・
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
(
巻
八
～
一

〇
欠
。
四
冊
)

・
古
川
哲
史
(
第
一
巻
欠
。
羽
賀
解
題
に
よ
る
)

承
応
四
年
刊
寛
文
四
年
二
六
六
四
)
印
本
・
:
国
会
図
書
館
・
宮
内
庁

書
陵
部
・
防
衛
大
学
校
有
馬
文
庫
◎
・
岐
阜
市
立
図
書
館
◎
・

福
井
市
(
巻
一
～
六
欠
。
六
冊
)

・
福
井
市
(
十
二
冊
)

-
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〈
刊
年
不
明
〉

福
井
県
大
野
高
校
(
巻
二
存
一
冊
)

付
論
注

(
a
)
羽
賀
解
題
4
7
頁
に
「
承
応
四
年
版
は
、
全
巻
と
も
目
録
・
図
を
除

き
、
本
文
の
版
木
を
新
刻
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
目
録
・

図
を
含
む
了
も
版
木
を
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
目
録
の
様
態
が

酷
似
す
る
点
に
注
目
し
て
、
こ
う
し
た
発
言
が
う
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

(
b
)
正
確
に
は
4
6
了
。
目
次
丁
を
含
め
る
と
4
8
丁
。

(
c
)
よ
く
似
て
い
る
が
同
一
版
木
で
は
な
い
。
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